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G 2 - 2 7  重  ″い  法  分  害 可 型  フ ジ  イ  推 論 を

1 . は じ め に  フ ァ ジ イ 推 論 に ニ ュ ー ラ ル

ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た 手 法 が 提 案 さ れ 、 良

好 な 推 首 が 行 え る こ と が 確 認 さ れ て い る 1

2 )。 し か し、 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の 同

定 は 学 習 時 間 が 長 く、 即 時 推 議 を 必 要 と す

る 走 行 車 や ロ ポ ッ ト に は 適 応 が 困 難 等 の 問

題 が あ る 。 そ こ で 前 件 部 に 正 規 分 布 関 数 、

後 件 部 に 線 形 モ デ ル を 用 い た、 重 心 法 分 割

型 フ ァ ジ イ 推 論 を 提 案 し、 走 行 車 の 制 御 ヘ

の 道 応 を 試 み た 。

2 .シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 環 境 ・ 方 法  ド ラ イ

プ シ ミ ュ レ ー タ を 使 用 し、 3 Dグ ラ フ ィ ッ

ク 等 を 表 示 さ せ な が ら、 ス ピ ー ド ( S p ) 、 残

差 距 離 ( D l ) 、 操 作 ■ ( A c ) 、 経 通 時 間 ( T )の デ

ー タ を サ ン プ リ ン グ 時 間 5 0 1 n s ] で 取 り 込 む 。

走 行 車 は 、 最 大 速 度 1 0 0 t c 田/ S l 、 最 大 加 速 度

± 3 0 [ c 口/ s a ] と し、 1 0 0 0 〔 c口1の 距 能 を 直 進 定

行 さ せ る も の と す る 。 ま た 走 行 車 の 特 性 は 、

一 般 の 等 速 ・ 等 加 速 直 線 運 動 に 従 う も の と

次 の 手 煩 で シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 験 を 行 う 。

① 走 行 デ ー タ を ド ラ イ プ シ ミ ユ レ ー タ を 用

い 作 成 す る 。 運 転 者 は 、 短 時 間 で ゴ ー ル に

到 逮 し、 静 止 す る よ う に 操 作 す る 。 ② デ ー

タ か ら、 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト 駆 動 型 フ ァ ジ ィ

( N N F ) 推 論 、 及 び 重 心 法 分 割 型 フ ァ ジ

ィ ( C D F ) 推 台 の 同 定 を 行 う 。 ③ 初 期 条

件 等 を 変 化 さ せ 、 特 性 を 調 べ る 。

3 .重 心 法 分 配 型 フ ァ ジ イ 推 台  次 の 方 法

で 同 定 を 行 う。 ① 入 出 カ デ ー タ (れ 3 0 0個 )

を 観 測 し、 こ の 中 か ら れ 7 0個 の サ ン プ ル デ

ー タ ( S D ) を 選 出 す る 。 ② S Dを ク ラ ス タ リ ン

グ 手 法 の 重 心 法 を 用 い て 分 割 す る 。 ③ 前 件

部 の メ ン バ シ ッ プ 関 数 ″ sを 、 正 規 分 布 関 数

を 利 用 し た ( 1 )式 よ り 決 定 す る 。

″ 。= e x Pモ モー( S P―c s 3 ) 2 ~ ( D i― c d。) 2〕/ k e l ( 1 )

こ こ で 、 ( c s , , c d , ) : 分 割 し た デ ー タ の 重 心

( n C S 3 , n C d ● ) :上 の 点 か ら 最 も 近 い 重 心

kョ・【―( n c s , 一c s s ) 2 _ ( n C d s ― c dョ) 2〕/ 1 n ( ●  )

E  = 0 . 0 1 , s i l , 2 , . . 5

④ 後 件 部 の 同 定 を 行 う。 後 件 部 は 分 割 し た

デ ー タ か ら 回 帰 分 析 を 用 い 線 形 モ デ ル を 立

て る 。 Acs=A,Sp+B,Di+Cョ

の   学   習   制   布津何

石 原 好 之   戸 高 敏 之

大 学 )
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⑥ 入 出 カ デ ー タ と 比 較 し、 差 が 小 さ く な る

う ち は 、 分 割 数 を 1増 し て ② か ら 再 計 算 す

る 。 前 回 の 計 算 よ り 差 が 大 き く な れ ば 、 前

回 の 分 割 数 に 戻 つ て 、 同 定 を 終 了 す る 。̀ ャ

4 .  シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 捲 果  上 国 の 手 法 よ

り 求 め た 撮 道 な 分 割 数 は 5と な っ た 。 図 1

は 入 出 カ デ ー タ と 同 じ 初 期 値 を 与 え た 時 の 、

N N F及 び C D F推 議 の 結 果 で あ る 。 ま た

国 2に は 、 初 期 状 態 を 変 化 さ せ 、 外 乱 を 与

え た 状 態 で の 推 論 結 果 を 示 す 。 い ず れ の 場

合 も 、 ほ ぼ 目 標 地 点 に 到 逮 で き る こ と が 確

認 さ れ た 。

5       1 0      1 5  t i n t e  t s 〕

入 出 カ デ ー タ と 権 論 結 果 の 比 較

0     5      1 0     4 S  t i m e  t s 〕

図 2  外 乱 を 与 え た 時 の 推 論 結 果

5。 ま と め  C D F 推 輸 は 、 N辞 ⅢメF推 告 の

様 な 学 習 時 間 が 不 要 で 、 適 当 な 空 間 分 制 を

施 す こ と に よ っ て 、 外 乱 に 対 し て も 安 定 な

推 論 が 可 能 と な る こ と が 確 認 さ れ た 。 今 後 、

空 間 分 割 数 の 即 時 決 定 法 、 多 入 出 カ モ デ ル

の 同 定 等 に つ い て 検 討 を 行 う 予 定 で あ る 。
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⑤ 推 論 値 は 次 式 か ら 得 ら れ る。
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